
策
で
も
２
人
の
委
員
が
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

今
年
４
月
に
は
、
国
か
ら

「
農
村
型
地
域
運
営
組
織

（
農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
）
」
の
モ
デ

ル
地
区
に
選
ば
れ
た
た
め

「
農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
事
業
推
進
連

絡
会
議
」
が
発
足
。
藤
田
会

長
と
井
上
委
員
は
、
農
業
活

性
化
（
特
産
品
開
発
、
地
場

産
野
菜
の
販
路
開
拓
）
と
農

地
保
全
（
ほ
場
整
備
）
の
事

業
を
推
進
す
る
た
め
、
中
心

的
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

委
員
と
福
知
山
市
農
業
委
員

会
の
藤
田
重
行
会
長
が
正
副

会
長
に
就
任
し
て
、
農
地
保

全
と
農
地
中
間
管
理
事
業
に

よ
る
担
い
手
へ
の
農
地
集
約

化
を
推
進
し
て
き
た
。

３
年
前
に
は
自
治
会
組
織

と
連
携
し
て｢
中
六
人
部
地

域
づ
く
り
協
議
会(
ミ
ラ
イ

ト
中
六)｣

を
設
立
。
初
代
会

長
に
藤
田
会
長
が
就
任
し
、

空
き
家
紹
介
に
よ
る
移
住
定

住
促
進
や
高
齢
者
の
生
活
支

援
な
ど
、
地
域
の
活
性
化
対

地
銀
行
活
動
を
行
う
「
地
域

農
業
活
性
化
協
議
会
」(

現

会
長
＝
井
上
淳
一
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員)

が
７
年

前
に
設
立
さ
れ
、
井
上
推
進

福
知
山
市
中
六
人
部
で
は

「
農
地
の
有
効
利
用
と
遊
休

農
地
の
発
生
防
止
」
を
目
的

に
、
農
地
の
貸
付
希
望
者
と

借
受
希
望
者
を
仲
介
す
る
農

く
」
と
決
意
を
語
っ
て
い

る
。

進
協
議
会
で
現
況
地
図
に
よ

る
話
し
合
い
を
推
進
し
て
い

し
て
本
年
度
中
に
目
標
地
図

素
案
の
作
成
を
先
行
さ
せ
、

そ
の
経
験
を
市
内
全
域
に
広

げ
て
い
く
計
画
だ
。

農
業
委
員
会
の
藤
田
重
行

会
長
は
「
中
六
人
部
だ
け
で

な
く
、
全
て
の
地
区
営
農
推

今
年
４
月
に
改
正
農
業
経

営
基
盤
強
化
促
進
法
が
施
行

さ
れ
、
市
と
農
業
委
員
会
は

連
携
し
て
「
地
域
計
画
」
を

来
年
度
ま
で
に
策
定
す
る
必

要
が
あ
る
。
福
知
山
市
は
、

中
六
人
部
を
モ
デ
ル
地
区
と

で
、
農
業
委
員
（
20
人
）
と

推
進
委
員
（
30
人
）
が
担
当

地
区
の
会
場
（
公
民
館
な

ど
）
で
農
家
や
集
落
役
員
か

ら
の
相
談
に
対
応
。
「
何
で

も
気
軽
に
相
談
で
き
る
」
と

好
評
だ
。

相
談
者
の
来
訪
が
な
い
時

間
帯
は
、
農
業
委
員
と
推
進

委
員
が
「
各
地
域
の
取
り
組

み
」
に
つ
い
て
話
し
合
う
。

委
員
が
「
地
域
計
画
策
定
の

進
め
方
」
「
守
る
べ
き
農
地

の
担
い
手
と
利
用
法
」
な
ど

の
課
題
を
協
議
す
る
拠
点
と

し
て
定
着
。
必
要
に
応
じ
て

農
区
長
や
担
い
手
農
家
も
参

加
し
て
、
多
彩
な
テ
ー
マ
で

話
し
合
い
を
進
め
て
い
る
。

農
地
農
政
相
談
の
日
程･

会
場
に
つ
い
て
は
、
毎
年

度
、
「
ふ
く
ち
や
ま
農
委
だ

よ
り
」
で
市
内
全
農
家
に
周

知
し
て
い
る
。

福
知
山
市
農
業
委
員
会
で

は
、
「
農
地
農
政
相
談
」
を

毎
月
10
日
（
休
日
な
ら
ば
翌

日
）
に
市
内
15
カ
所
で
開
催

し
て
い
る
。
同
委
員
会
が
32

年
前
か
ら
続
け
て
い
る
活
動

て
体
力
的
に
限
界
を
感
じ
る

よ
う
に
な
り
、
作
業
効
率
が

悪
い
水
田
で
今
後
も
米
を
作

り
続
け
ら
れ
る
か
、
わ
が
家

で
も
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。野

村
地
区
に
は
、
農
地
を

預
か
っ
て
く
れ
る
㈱
ア
グ
リ

筒
川
が
あ
り
ま
す
が
、
メ
ン

バ
ー
の
平
均
年
齢
は
69
歳
で

す
。
10
年
後
が
心
配
で
し
た

が
、
本
年
度

か
ら
伊
根
町

全
域
で
「
集
落
連
携
１
０
０

㌶
農
場
づ
く
り
事
業
」
に
取

り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。地

域
計
画
の
策
定
に
向
け

た
現
況
地
図
を
作
る
た
め
、

今
月
、
筒
川
上
地
区
の
耕
作

者
の
年
齢
別
地
図
を
色
塗
り

し
て
、
後
任
の
委
員
に
引
き

継
ぎ
ま
し
た
。
地
区
内
で
農

地
を
守
る
こ
と
が
難
し
く
な

る
中
、
地
区
の
垣
根
を
越
え

て
農
地
を
守
る
取
り
組
み
の

発
展
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
伊
根
町
農
業
委
員
会
・

岡
田
博
美
委
員(

７
月
19
日

退
任)

）

あ
り
、
中
山
間
地
域
の
水
田

は
天
然
の
ダ
ム
と
し
て
大
切

な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

す
。自

分
が
食
べ
る
米
は
自
分

で
作
り
た
い
と
が
ん
ば
っ
て

き
ま
し
た
が
、
年
齢
を
重
ね

私
の
住
む
野
村
地
区
は
、

伊
根
町
西
部
の
山
間
部
、
太

鼓
山
の
北
麓
に
あ
る
限
界
集

落
で
す
。
昭
和
38
年
（
１
９

６
３
）
の
三
八
豪
雪
で
多
く

の
人
が
離
村
し
た
地
域
で
す

が
、
海
を
豊
か
に
す
る
森
が

い
る
人
、
預
か
っ
て
い
る

人
、
自
作
し
て
い
る
人
、
そ

れ
ぞ
れ
が
安
心
で
き
る
と
と

も
に
、
新
た
な
担
い
手
の
確

保
も
で
き
る
仕
組
み
を
今
の

う
ち
に
整
え
て
お
き
た
い
」

と
語
る
。

ま
た
、
中
川
尊
基
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
も
「
新

規
就
農
者
や
企
業
も
含
め
て

担
い
手
を
呼
び
込
み
や
す
い

営
農
体
制
で
、
馬
路
町
に
新

た
な
担
い
手
を
迎
え
入
れ
た

い｣

と
期
待
す
る


（
亀
岡
市
農
業
委
員
会
）

同
町
で
は
、
一
昨
年
の
ア

ン
ケ
ー
ト
で
現
耕
作
者
の
８

割
超
が
10
年
以
内
に
農
業
を

や
め
る
意
向
で
あ
る
こ
と
が

判
明
し
た
。
こ
の
た
め
、
新

集
落
営
農
組
織
設
立
に
向
け

準
備
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

｢

ま
る
っ
ぽ
方
式｣

を
導
入
す

る
た
め
の
話
し
合
い
を
続
け

て
き
た
結
果
、
こ
れ
ま
で
に

９
割
近
い
農
地
所
有
者
が
参

加
の
意
向
を
示
し
て
い
る
。

準
備
委
員
会
の
副
代
表
を

務
め
る
中
澤
賢
一
氏
（
農
業

委
員
）
は
「
農
地
を
預
け
て

内
ま
た
は
外
部
の
耕
作
者
を

探
す
仕
組
み
。
当
面
は
現
在

の
耕
作
者
に
営
農
を
続
け
て

も
ら
い
な
が
ら
、
耕
作
者
の

減
少
に
応
じ
て
外
部
の
担
い

手
を
呼
び
込
む
こ
と
や
、
新

た
な
営
農
体
制
へ
の
移
行
を

円
滑
に
行
う
こ
と
が
で
き
る

た
め
、
全
国
的
に
注
目
さ
れ

て
い
る
。

け
、
農
地
所
有
者
の
意
向
調

査
が
大
詰
め
を
迎
え
て
い

る
。「

ま
る
っ
ぽ
」
と
は
、
地

区
内
の
農
地
を
〝
ま
る
ご

と
〟
地
域
の
農
地
管
理
組
織

に
委
ね
、
こ
の
組
織
が
地
域

亀
岡
市
馬
路
町
で
は
、
農

地
中
間
管
理
事
業
を
活
用

し
、
地
域
の
全
農
地
を
管
理

す
る
「
ま
る
っ
ぽ
農
地
中
間

管
理
方
式
」
の
確
立
に
向

耕
作
者
の
年
齢
別
地
図
を
作
成


本
年
度
中
に｢

地
域
計
画｣
の

目
標
地
図(

素
案)

作
成
へ

農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ

地

域

運

営

組

織

モ
デ
ル
地
区

福
知
山
市･

中
六
人
部

まるっぽ中間管理の仕組みへまるっぽ中間管理の仕組みへまるっぽ中間管理の仕組みへ亀
岡
市
馬
路
町

農
地
所
有
者
の
意
向
確
認
が
進
む

農
地
農
政
相
談
の
会
場
（
中
六
人
部
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）
に

立
つ
福
知
山
市
農
業
委
員
会
の
藤
田
重
行
会
長
（
右
）
と
井
上

淳
一
推
進
委
員
（
中
六
人
部
地
域
農
業
活
性
化
協
議
会
会
長
）

意
向
確
認
の
結
果
を
踏
ま
え
取

り
組
み
を
推
進
す
る
中
澤
賢
一

農
業
委
員
（
右
、
７
月
19
日
退

任
）
と
中
川
尊
基
推
進
委
員

農業委員を４期12年、推

進委員を２期６年務めた岡

田さん

農業委員会の委員が現況

地図の色塗りに使用した色

鉛筆

地
区
の
垣
根
を
越
え
て
大
切
な
農
地
を
守
り
た
い

地
区
の
垣
根
を
越
え
て
大
切
な
農
地
を
守
り
た
い

地
区
の
垣
根
を
越
え
て
大
切
な
農
地
を
守
り
た
い

南
丹
市
日
吉
町
の
和
久
田
清
さ
ん(

75)

は
、
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
の
裏
作
と
し
て
、

７
年
前
か
ら
南
丹
地
域
特
産
の
ブ
ラ
ン
ド

京
野
菜
「
京
か
ん
ざ
し
」
の
栽
培
に
力
を

入
れ
、
ハ
ウ
ス
６
棟
で
新
技
術
を
積
極
的

に
導
入
し
て
安
定
生
産
に
励
ん
で
い
る
。

京
か
ん
ざ
し
は
、
葉
も
根
も
食
べ
ら
れ

る
早
取
り
の
金
時
に
ん
じ
ん
で
、
飲
食
店

な
ど
の
業
務
需
要
の
増
加
に
対
応
す
る
た

め
、
出
芽
率
向
上
や
根
色
向
上
な
ど
の
技

術
習
得
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

和
久
田
さ
ん
は
、
播
種
後
の
灌
水
と
発

芽
シ
ー
ト
の
設
置
に
加
え
、
今
年
か
ら
地
温
を
下
げ
る
太

陽
シ
ー
ト
（
ア
ル
ミ
蒸
着
の
遮
光
遮
熱
資
材
）
も
使
用
し

て
、
発
芽
率
ア
ッ
プ
と
根
色
向
上
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

ま
た
、
病
虫
害
防
除
で
は
、
ア
ザ
ミ
ウ
マ
や
ア
ブ
ラ
ム

シ
対
策
と
し
て
虫
取
り
シ
ー
ト
を
使
用
す
る
な
ど
、
減
農

薬
で
栽
培
す
る
工
夫
を
重
ね
て
い
る
。

（
南
丹
市
農
業
委
員
会
・
前
田
利
治
委
員
）

南丹市 和久田 清さん

｢

京
か
ん
ざ
し｣

の
栽
培
に
励
む

京
か
ん
ざ
し
を
収
穫
す
る
和
久
田
さ
ん

市内カ所で毎月｢農地農政相談｣
福知山市農業委員会

気軽に相談できると好評

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、
経
営

理
念
や
具
体
的
な
実
行
計
画
を
作
成

す
る
。
人
材
育
成
・
財
務
分
析
・
販

売
戦
略
な
ど
経
営
者
に
不
可
欠
な
能

力
を
鍛
え
つ
つ
、
切せ

っ

磋さ

琢た
く

磨ま

す
る
経

営
者
の
仲
間
づ
く
り
が
で
き
る
。

経
営
塾
の
参
加
費
は
１
人
３
万

円
。
受
講
の
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込

み
先
は
、
府
農
業
会
議
（
京
都
農
人

材
育
成
セ
ン
タ
ー
）
☎
０
７
５
・
４

１
７
・
６
８
４
７
ま
で
。

京
都
府
農
業
会
議
は
、
次
世
代
の

農
業
経
営
者
を
育
成
す
る
「
京
都
農

業
経
営
塾
」
（
８
月
開
講
、
全
８
回

＋
個
別
相
談
会
）
の
受
講
生
を
募
集

し
て
い
る
。

塾
で
は
、
経
営
者
と
し
て
実
現
し

た
い
目
標
と
実
現
戦
略
を
徹
底
的
に

考
え
、
ウ
ェ
ブ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
個

別
相
談
で
専
門
家
や
先
輩
農
業
者
の

京都農業経営塾

８
月
開
講

府
農
業
会
議

受講生を募集

農
地
保
全
や
特
産
品
開
発
の
事
業
推
進
役

京都 ８年(令和5年)()全 国 農 業 新 聞月４回金曜日発行 定価１か月700円(年間8,400円)送料共（第３種郵便物認可）


